






















最初のIH也ポーゼソ(1800~p) に於てホフマγは'I~J事としての生業に携わる傍ら ， ゲ




. しかしその生前を通してホフマンが感じ取った反搬は 『オソプラアドラタ』 “Ombra
adorata" (1812)， 1ベノレカツツァ』 “Berganza" (1813) 1ムクークファイソト』 “der
Musikfeind" (1814)等に見られるま口く ，支問機構に対する反綴というより ， 偏狭な街





生業を求めてベノレリン (1807ー〉パンペノレク，ライフツィヒ (--1814) とあr'~\"、た流浪生
活を通じて今までの生温い生活意識は一変した。Ii阪めて纏りのない考え』 “Hochst
註 1)，2)Briefe I， S.97， 22 2.1796 an I-lippel 


























ホフマソは， この Marchen を会閑の苦しみに加えて心も肉体も醜い不凡の子供
註 4)E. T.A.Ho任man:PoetischeWerke (Walter de gruyter& Co. jBerlin 
1957) erster Band S.60以下 P.W.Bd I.，S.60と記す〉
設 5)Briefe I， S. 311. B. 6. 1818 an Holbein 
註 6)vgl. Hoffmanns S誼mtlicheWerke Historisch-kritische Ausgabe mit 
Einleitungen， Anmerkungen und Lesarten， von CarI Georg von 
Maassen， vierter Band (1912) Einteitung LXXXIIIS. z.17. 
詮 7)Briefe 1， S.154， 19， 8， 1813加 Kunz
註 8)Briefe 1. S. 268， 27.1.1819 an HippeI 
註 9)Briefe I. S. 327， 24.1.1819 an Hermann von PuckIer 
註 10)“LiterarischesWochenblatt" Bd.4 No. 18， 1819 sieh Einleitung von 
Maassen CII 
詮 11)A.a.O. 
































ところで，この Marchenの執箔に波頭していた最中にホフマフはへノレミ ィーナ ・フ
ォソ ・シェツイに宛てた書簡14)の中で『黄金の査』及び『恋魔の2液』“DieElixiere des 
Teufels" (第一部 1814第二部 1815)以後，彼の「本質を表出した重要な作品」を書い
ていないこ とを訴えている。それで先に婚約解消にまで至らしめた彼のnp.:いデーモンが
設 13)“Morgenblattfur gebildete Stande" Nr. 55 Jhrg.1819 

























の M且rchen では， 勿論汗~~家としてのホフマソは云うまでもなく . Iiイグナーツデン
ナー』“IgnazDenner" (約め“DerRevierj孟ger"と呼ばれた。 1814年)Ii世襲傾』 “Das












































註 16)vgL Euphorion Bd. 28. S.初任 HansDahmen (in Krefeld) Der StiI E. 
T.A. Hoffm印 ns"
註 17)“Ombraadorata" P.W.Bd.1.S.369 2.6 v.o.bis 15 
註 18)19) 20) A. a. 0 
















三本のツィノーパーロート zinnoberrot の魔力を持った頭髪を与えられてツァ ッヘス
=ツィノーパーは，大学のあるケレーベスの問Tに現われ，他人を抑退けて出世の絡を開
く。肉然科学科教授モツツユ ・テノレピン家で開催された「文京茶話会」の府上でパノレタ
ーザノレは， 教授の娘カンディーダに寄せる愛↑!?を， 夜1汚 “Nachtiga)" が深紅のパラ
“Purpurrose"に寄せる愛の詩た託して歌うのだが，ツィノーパーの為に詩人の名手宇と
tritfとを奪い取られる。魔力がイカいていたとは露知らぬパノレターザノレは椛き立腹する。
カンディ ー〆は勿論ツァ ッヘスに心を必:かれる。勿論パノレタ ーザノレのヴェーノレをli-たツ












ノレは，彼の不幸の原因をそれらの放にせず「民衆の狂気j"der Wahnsinn der Leute" 




















フマンはロ ーザベノレフ 4 ノレデの向↑Iljの中に「女というものは傍迷惑なことに，醜い耳目ーに










































































な高揚された品刊1IGeist の状~，日11ち感動 Begeisterung なのである。前に述べたホ














を宅まぬパノレタ ーザノレの潔癖で徹底した精神は，ツァyへス=ツィノーパーが 「庇 ，liJ
註 24)P. W， Bd.5“Der Dichter und der Komponist" S.94. Z.4 v. u. 
註 25)P. W. Bd.1 “uber einen Ausspruch Sachinisund uberden sogenannten 
Effekt in der Musik" S.379. Z.3 v. o.
















































であり ，1'1'者ホフマンの現実趨必の活動とも云うべき Humor のあlJ神に裏付けられて
いる。
ツァッヘスの死後 verklaren されたこともこの精神の現れと云える。そしてこの
M忌rchenを支配している tragischな Gemutと heiterな Gemutとはホフマンの
突 (r<な刷協を'，J~去としてき長裂をなしているのである。
註 27)Briefe 1. Hippels Erinnerungen S.18 unten“Der K凸rpergalt ihm nur， 
um den Geist zu nahren" 
